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【ＣＳモルタル工法　水質試験】

１．試験の目的
　　　既設農業用水路の補修・改修への適性を確認するため、ＣＳモルタル工法（表層強化処理）施工後の
　　　水質を確認することを目的とする。

２．試験機関
　　　試験機関名　：　中外テクノス 株式会社 環境事業本部
　　　住　所　　　：　広島県広島市西区横川新町９番１２号

３．分析方法
　　　排水基準４２項目について、それぞれＪＩＳ ＫＯ１０２、ＪＩＳ ＫＯ１２５、厚生省建設省令第１
　　　号に規定する方法、環告第５９号、環告６４号、の規定により分析。

４．試験内容
　　　水路模型を作成し、ＣＳモルタル工法（表層強化処理）を施工し、水路模型内に水道水を溜め、１４
　　　日間の浸出後に検査用水を採取し分析を行った。

水路模型

５．試験結果
　　　試験の結果、排水基準４２項目の内、ｐＨ以外は基準内または定量下限未満で検出されなかった。
　　　（ｐＨ１１．２）

６．経過確認
　　　ｐＨの経過確認のため、水替えを行いｐＨ検査を行った。（社内試験）

　　　測定条件 測定結果
　　　　・水替えから２４時間後の浸出液 水替え１回目 ｐＨ９．４
　　　測定機器 水替え２回目 ｐＨ８．５
　　　　・メトラートレド社製ｐＨメーターＭＰ１２０ 水替え３回目 ｐＨ７．８

　　※２回目の水替えで排水基準（ｐＨ８．６以下）を満たした。

７．実施工後のｐＨ測定結果
　　　実施工後、通水時にｐＨ測定を行っているが、いづれの場合も施工部上流の水と同等の値を示し、上
　　　昇は認められなかった。

８．考察
　　　流水の場合、施工により基準値を超えることはないが、施工直後に長時間溜まっている水の場合は水
 　　 替えまたはｐＨ調整を行い排水する必要がある。
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